
長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第31集

NISHIKABURAMINAMI― SITE

西 蕪 南 遺 跡
まきばの郷整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

2004・ 3

長 坂 町 教 育 委 員 会



長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第31集

NISHIK― ABURAMINAMI一 SITE

西 蕪 南 遺 跡
まきばの郷整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

2004・ 3

長―坂 町 教 育 委 員 会



長坂町は広大な八ヶ岳南麓のほぼ中央に位置し、国蝶オオムラサキの生息地として全国的

に知られているように、自然に恵まれた高原の町です。それとともに、県内でも最大規模を

誇る縄文時代の大集落である酒呑場遺跡をはじめ、およそ200ヶ 所に上る遺跡の密集地帯と

しても知られています。

長坂町教育委員会では各種の開発事業に際し、このように数多い遺跡の保護をはかりつつ、

必要に応じて発掘調査を実施し、記録として遺跡の内容を後世に伝えるための文化財保護事

業を推進しております。

本書は平成13年度にまきばの郷整備事業にともない発掘調査を実施した西蕪南遺跡の調査

報告書です。西蕪南遺跡の所在する中丸地区は、これまで他の地区と比べ開発が少なく、発

掘調査事例も少ない所です。縄文時代前期末や晩期末の上器がまとまって出土した新宿区健

康村遺跡、縄文時代中期の住居跡が発見された東蕪 4遺跡など数遺跡が調査されているだけ

です。

今回の調査で、西蕪南遺跡から平安時代の集落が発見されました。中でも、資料の乏しい

該期の様相の解明に寄与する貴重な資料となりました。

最後に、西蕪南遺跡の調査にあたり、格別なご理解をいただいた中丸地区の皆様をはじめ

とする関係各位に厚く御奉L申 し上げます。本書が広く教育や研究の場で活用されることを期

待しています。

2004年 3月

長坂町教育委員会

教育長 小 尾 章 臣
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1.本書は、2001(平成13)年度に実施した山梨県北巨
摩郡長坂町中九字西兼地内に所在する西蕪南遺跡の発

掘調査報告書である。

2.発掘調査は、まきばの郷整備事業に伴う事前調査で
あり、長坂町役場産業課より委託を受けて長坂町教育

委員会が実施したものである。

3.発掘調査組織は以下のとおりである。
調査主体  長坂町教育委員会
教育長   瀬戸龍徳 (～ H14・ 3)、 小尾章臣 (H

14・ 4～ )
教育課長  三井 茂 (～ H14・ 7)、 小尾章臣 (兼

任・H14・ 8～ )
教育係長  望月和夫 (～ H14・ 3)、 日向明美 (H

14・ 4～ )、 輿石君夫 (H15,10～ )
調査担当  村松佳幸
発掘作業員 横山幸男  國府田孝吉 藤田繁昌

宮原征人  名取初子  清水三恵
整理作業員 有野明子  石川昭江  井出仁美

清井ゆき枝 橋本はるみ 日向登茂子

4。 本書の執筆・編集は、村松佳幸 (長坂町教育委員会

学芸貝)が行った。

5.発掘調査および整理作業において基準点測量をいフ
ジテクノに套託した。

6。 遺構 。遺物の写真撮影は村松が行つた。

7.本報告書に関わる出土品及び記録図面 。写真等は、
長坂町教育委員会に保管している。

8.発掘調査および報告書作成にあたっては、多 くの
方々に多大なご指導、ご教示を賜つた。深く感謝の意

を表す次第である。

凡   例
1.掲載した遺構・遺物実測図の縮尺及び遺物分布の
マークは各図版中に示してある。

2.拓影図で両面を載せているものは、外面―内面―断
面の並びで配置している。

3.遺構図中の断面図脇にある数値は標高を示す。

4.第 1図 は、株式会社写測2000年調製、1/25,000長 坂
町全図 (国土地理院発行1/25,000地 形図を複製したも

の)を基に、第 2図は、国際航業株式会社1994年調製
1999年修正、1/10,000長坂町全図を基に作成した。

5。 座標値は旧座標を使用している。

西蕪南遺跡目次

序

例言 。凡例
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第 1章 調査の経過と概要

第 1節 発掘調査に至る経過
長坂町は、蕪地区の酪農家の牧場で堆肥を作り、家畜

排泄物等の効率的処理を目的としたまきばの郷整備事業

を計画した。そして、その堆肥を水稲や果樹・野菜農家

へ分配する有機堆肥生産組合を組織し、農産物の生産促

進も目指していた。2000(平成12)年 11月 に堆肥舎を建

設する5ケ 所の予定地における埋蔵文化財の照会を受け、

周知の埋蔵文化財包蔵地のところは埋蔵文化財発掘の届

出を提出するよう指導した。それ以外の所も包蔵地の可

能性があるので、2001(平成13)年 1月 全ての予定地を

試掘調査した。

その結果、西兼南遺跡内にある野口牧場で、平安時代

の住居跡が確認され、堆肥舎の建設により遺構が壊され

るため、事前の発掘調査を実施することになった。

調査は長坂町教育委員会による直営方式で実施 し、

2001(平成13)年 7月 26日 から開始し、同年 9月 8日 に

終了した。整理作業は2003(平成15)年 6月 から開始し、

2004(平成16)年 3月 に終了した。

第 2節 発掘調査の概要
野口牧場での堆肥舎建設予定地は、町道沿いにあるト

ウモロコシ畑の中であつた。調査面積は268ポである。

調査区に発掘調査・遺構測量の基準として10m間隔の

グリッドを設定し、西から東方向に1～ 8、 北から南方

向にA～ Gと グリッド番号を付けた。

調査は、小型重機により表土を剥ぎ、その後人力で遺

構確認面まで掘削していった。遺構確認面に至ると丁寧

に精査を行い、順次遺構を確認していった。遺物は、小

さいものについては一括として取り上
'デ

、ある程度の大

きさのものは光波測量機で出土原位置を記録した。

遺構は土層断面・遺構平面図・遺物出土状況図等を、

必要に応じて平板実測あるいは簡易遣り方等の手作業に

より図化し、調査の状況に合わせ写真撮影を行った。

なお、試掘調査において、その時期に建設予定地内に

作物が栽培されていたため、それを避けて何も栽培され

ていないところに試掘 トレンチを設定した。そこで平安

時代の竪穴住居跡を確認し、建設予定地内にも集落の範

囲が及ぶと判断したため、本調査を実施した。

発見された遺構は、試掘 トレンチで確認されたものも

含め、平安時代の竪穴住居跡 4軒、土坑 9基、ピット24

基である。出土遺物は、縄文時代中期初頭～中期後半の

土器・石器、平安時代の土師器・須恵器・灰釉陶器 。金

属製品等が出土している。

第 2章 遺跡の立地と環境

第1節 地理的環境
本遺跡の所在する北巨摩郡長坂町は、山梨県の北西部

に位置し人ヶ岳南麓に立地する、南北約18km、 東西約 6

kmの細長い町である。八ヶ岳の山体が崩壊し起こった韮

崎火砕流によって形成された台地上にある。標高1,200

m以上が急峻な山岳地帯になっており、それ以下は比較

的緩やかな地形となり、人ヶ岳南麓高原や長坂台地、

人ヶ岳南麓低地等が広がる。

八ヶ岳南麓には、比較的多くの湧水があり、これを水

源とする小河川は南流し浸食作用によつていくつもの舌

状台地を形成している。台地上は水利が悪いため、豊富

な水量の湧水を引いて開発した潅漑用水や潅漑用溜池が

数多く、県下で最も溜池の多い地域となっている。

本遺跡の所在する中丸地区は、町中央の西側に位置し、

地区の真ん中を大深沢川と小深沢川が南流する。各河川

の両岸の台地上にも小河川による浸食によつて大小の舌

状台地が形成され、本遺跡もその中の一つに立地する。

第 2節 歴史的環境
本遺跡のある中丸地区にも遺跡が数多く存在し、その

いくつかが発掘調査されている。

新宿区健康村遺跡は、本遺跡の南東約 l kmの ところに

所在する。新宿区民の総合的余暇活動施設である「新宿

区区民健康村」の建設にともない、1992(平成 4)年 に

新宿区区民健康村遺跡調査団により発掘調査された (板

倉1994)。 縄文時代の住居跡 2軒、平安時代の住居跡14

軒、土坑22基、焼土跡 2基、埋甕 3基、石組土坑 6基等

が発見され、ナイフ形石器 。縄文土器 (前期末～中期初

頭・中期後半・後期初頭・晩期末)・ 土師器・灰釉陶器・

石器・鉄器等が出土した。E地区から縄文時代晩期終末

の土器群がまとまって出土した。

東蕪 4遺跡は、本遺跡から北東へ約500m離れた所に

位置し、集落道拡幅工事に伴い発掘調査された (小宮山

2002)。 縄文時代中期の竪穴住居跡 1軒、土坑 8基、ピッ

ト5基、集石遺構 1基が発見され、縄文時代早期末～前

期初頭 。中期～後期の土器が出土している。

第 3章 発見された遺構と遺物

第]節 基本層序
調査区北側の高まり周辺は、褐色の耕作土の下に黒褐

色土があり、その下は責褐色土ローム層になる。その高

まりを下つた南から西側にかけては、上部から耕作土、
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暗褐色土 (約20cm)、 茶褐色土 (約20cm)、 黒掲色土 (約

50cm)、 灰褐色土の順で堆積している。中間の茶褐色土

には暗褐色土と責褐色土が混ざり合っており、二次堆積

と考えられる。よって、住居跡が分布する低いところは

埋没谷と考えられ、茶褐色土が堆積した後、そこに住居

が構築されている。その上の暗褐色土が遺物包含層であ

り、縄文時代以降の遺物が出土しているので、茶掲色土

は縄文時代以前に堆積したと考えられる。黒褐色土は無

遺物層であった。

第 2節 遺構 と遺物
紙面の都合上、各遺構 ,遺物の詳細は、第 2～ 4表に

譲り、ここでは特筆すべき点を述べていく。

1号住居跡 〔第 4～ 7図〕

住居の規模は2.47m× 3,08mと 小さく、隅丸の正方形

である。竃は南東隅に構築されている。焚き出し国の方

向は、住居中央に向いているのではなく、南壁に沿う方

向に向いている。竃は、袖石以外は壊されており、中に

拳大以上の礫と甕・羽釜・竃形土器などの破片が入れら

れていた。竃形土器に関しては、使用頻度が低く破片で

出土することが多いという指摘 (岡野1994)と 同様であ

り、竃から出土することが竃神信仰と関連しているよう

である。この出土事例も竃を廃棄するときに祭祀を行っ

た可能性があると考えられる。

住居跡の時期は、第 6図 1の 甲斐型郭や甲斐型甕の日

縁部形態、羽釜・置き竃等が共伴していることから判断

すると、宮ノ前編年 (平野他1992)Ⅷ期 (890～ 920年 )

と考えられる。

1号住居跡の周辺にピット群があり、住居の軸と合う

ように並ぶピットが一部認められる(第 8図 )。 住居跡と

ピツトの同時性の確証はないが、竪穴壁タト柱穴の報告例

(平野他2001)が増えつつあるので、両者の関連性も否

定できない。

2号住居跡 〔第 9～ 11図〕

住居の規模は4.48m× 3.88m、 南北に長い長方形をし

ている。竃は東壁中央やや南寄りにあり南東隅に貯蔵穴

と思われるピットがある。竃は袖石と支脚石が残り、天

井石はややずれていた。竃の中の遺物はそれほど多くな

く、ピット1内の方が多いと思われる。支脚石は断面形

が二等辺三角形の三角柱で、明らかな加工痕は確認でき

なかったが、加工されたものであろう。住居跡の時期は、

甲斐型郭が少ないため確証は低いが、宮ノ前編年Ⅶ期と

考えられる。第11図 2は小型の粗製甕で、一見すると縄

文土器のようであるが、日縁部にロクロナデがあるので、

平安時代の甕とした。33は金属製の紡錘車である。

3号住居跡 〔第12・ 13図〕

住居の壁・竃・周溝などが確認出来ていないが、以下

の点で住居と判断した。遺物分布が 1・ 2号住居跡と同

様に密集していること。竃の跡と考えられる焼土跡 (1

号焼土)があること。焼上の近くに貯蔵穴となりうる土

坑 (5号土坑)があること。

図示した住居の推定線は、 2号住居跡の規模や形態 。

主軸方向を参考にしているので、確証はない。しかし、

その範囲から出土した遺物は、限定的な時期のものであ

るので、住居であったと考えてよいであろう。その時期

は、第13図 1・ 4よ り宮ノ前編年Ⅶ期 (860～ 890年)と

考えられる。また、16～ 25は、製作技法は甲斐型甕と同

じであるが、胎土が白っぽく、雲母も目立たないもので

ある。

第 4章 ま と め

今回の調査では平安時代の集落が確認できた。調査区

の東側は谷筋になっているので、集落の東端を調査した

ことになる。北・西・南側に集落が展開していると考え

られる。また、糸電文時代の遺物も出土したので、北側の

台地の平坦部に縄文時代の集落があると思われる。

本遺跡のある蕪地区に現在住んでいる人たちは、戦後

に入植 した方がほとんどで、それまで人が住んでいな

かったようである。しかし、今回の調査で、少なくとも

平安時代の 9世紀後半から10世紀前半には人力S住んでい

たことが確認できた。当時の人たちも未開の地に来て、

開墾をはじめたのであるから、戦後入植してきた人たち

と同じような意識があつたと思われる。平安時代の開墾

状況に不明な点が多いので比較しようもないが、現代の

入植と比べることは意義深いものであると思われる。

引用・参考文献

板倉歓之 1994『健康村遺跡』新宿区区民健康村遺跡調

査団

岡野秀典 1994「甲斐国の竃形土器」『山梨考古学論集Ⅲ』

山梨県考古学協会

小宮山隆 2002『東蕪 4遺跡』長坂町教育委員会

平野 修他 1992『宮ノ前遺跡』韮崎市遺跡調査会
平野 修他 2001『石原田北遺跡 」マート地点』石原

田北遺跡発掘調査団
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山梨県長坂町

痴

作
機
こ
熊
捧
障
鬱
ン
ｒ
ｉ
／ヽ
「 磁蕪

／

〓勢

018新田森遺跡  縄
019西下屋敷南遺跡
024+郎林遺跡  縄
025阿原遺跡  平
026中 尾根遺跡  縄
036下フノリ平北遺跡
037葛 原遺跡  縄
038下フノリ平遺跡
039下フノリ平南遺跡
050米山遺跡  縄
051米山東遺跡  縄
066成岡遺跡  縄
067成岡新田遺跡
072越中久保遺跡  縄
073久保遺跡  縄
0“ 房屋敷遺跡  縄
075池ノ平遺跡  縄

畿堡へく
° く`、°iド(＼熙 イヽぐ,効筋術

第 1図 西蕪南遺跡周辺の遺跡分布図
093細久保遺跡
094後平遺跡  縄
095狐平北遺跡
096狐平遺跡  縄
097大平遺跡  縄
中 098下鳥久保遺跡
099鳥久保遺跡
100高松遺跡  縄
101上 町遺跡  縄
102酒呑場遺跡  縄
107西村遺跡  古
108中反遺跡  縄

江戸 109柿平・藤塚
136反 田遺跡  縄

151池 ノ平A遺跡  縄 奈 平
163横針・中山遺跡  中
164大林遺跡  縄 平 江戸
168上町南遺跡  縄
171長坂上条遺跡  縄 弥 平
172西久保遺跡  縄
173新宿区健康村遺跡  縄 平 中 江戸
184 】ヒ本寸】ヒ喪葺,小    糸電  ヨ『
185酒呑場東遺跡  縄 弥 平
187北村東遺跡  縄 古
190池之平北遺跡  縄 平
195紺屋遺跡  縄 平 中
197竹原遺跡  縄 中 江戸
198天白砦址  中 戦国
201横針・前久保遺跡  旧石 縄
205中田遣跡  縄
206長坂上条 藤塚遺跡  古 平

跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
術

跡
跡
跡
跡
遺
跡
跡
跡
　
跡
　
　
跡
跡
　
跡
美

攀韓攀斡斡幹韓蝶蜘韓『蜘煙蜂蜘幹欝

０７６
０７７
躙
０７９
０８０
０８‐
０８２
０８３
ｍ
０８５
０８６
呼
鵬
０８９
０９０
０９‐
０９２

★
　
中
中
戸江

縄
中
　
　
縄
　
弥
平
　
　
平
平
中
　
炉

弥
　
　
弥
　
弥
弥
平

電

平
平
平
　
　
　
　
　
平

中
石

平
縄
縄
縄
　
旧
縄
平
　
縄
縄

中
中
　
平
跡

平
　
平
　
　
　
遺

縄
縄
縄
縄
姻
縄
鰤

137三井氏屋敷l■  中
138北村遺跡  縄 古
縄 150池 ノ平昭和堤北遺跡

炉
　
　
平
帖
　
　
中
江
江

平
　
　
　
江
　
　
平
中

縄
平
縄
平
平
縄
縄
　
奈
古
平
平
　
平

獅炉　　中炉肺縄
第 1表 遺跡地名表
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西蕪1東遺跡

第 2図 西蕪南遺跡周辺地形図
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１ ９ １

第
3図
 
調
査
区
全
体
図
(網
か
け
部
は
撹
乱
― を
示
す
)



・ ◎
IERl ＝

‐―
年
十
１

1号住 居
]暗 褐色土 褐色土少量、 l mm日 ―ム粒少量
2 暗褐色± 1層 より明るい、褐色土やや多量、
3 黒掲色土 褐色上若千、 ]mmロ ーム粒少量
4 暗褐色土 炭化物少量、 ]mmロ ーム粒やや多量
5 暗褐色土 茶褐色土少量、褐色土プロック少量、
6 暗褐色土 掲色土やや多量、 l mmロ ーム粒少量
7 黒褐色土 炭化物少量、 l mmロ ーム粒少量

l mmロ ーム粒少量

5 mmローム粒少量

饉陛宅鰯〃6蒸郷

第 4図  1号住居跡、同遺物出土状況

5

嘲 27

℃
朝
＝
Ｌ

囃静サ9

謂 悧贈 軽サ劉

甲斐型上師器

黒色土器

その他

０

０

△

働畿オ｝鞠

馬噛警ノ

0        (1:60)       2m
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∞

ミ
Ｈ
∞

ｏ

C7779 C′

D7779

1只
I CEl

2層 より明るい、 ]mmロ ームブロック多量
]層より暗い、 ]mmロームブロック含む
2層 より明るい、茶褐色土やや多量、
]mmロ ームブロック少量
]層より明るい、暗褐色土少量、
l cmロ ームブロックやや多量

粘土層

l mm回 ―ムブロック少量

A7780 Ａ
一

D′

1号住 竃
]暗 褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

4 茶褐色土

5 暗灰褐色土
6 暗褐色土

基募峯萎
^嶋

罐 侮

ラΥ＝Ｈ＝Ｖ
‐

緯筵‖
A

◇ ◇ 群ld

聯 罐 士
¥サ 0

こ�刺{:!をどき曽::」』_

娃簿 1劉

警ナi 簿に‖穂

○

●

△

甲斐型土師器

黒色土器

その他

0        (1:30)       in
i

1号住居跡竃、同遺物出土状況
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第 5図



Ｈ

ＩＩ

川

‐―

肝

／

″

九

0       (1:4)     10Cn



鯵けた
半

一

―
移そ7

基準幸譲季 牌 28

３０

＼

卵
Ⅷ
Ⅷ
ユ

第7図  1号住居跡出土遺物②
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＝
――
年
十
１

⑤
‐ｏＰ

ら二・
⑤
12P占④

8P

も
７Ｐ

14P

C研  ○二

伊

′

⑥  おP
17P

砕③

沖
⑥
◎
市

若
３Ｐ ①

‐８Ｐ

④ 二

◎

0      (■ ω)     2コ

第 8図  1号住居―跡周辺ピット群

-10-

〓
引引却
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
、

Ｎ
∽
磯
Ⅷ
％

一
当
ド
Φ

け
あ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
‰
Ⅷ
‰
Ⅷ
＝

磯性

D77■ 9

Ｃｒ

一理



／
芦
無
＋
―

2号住 居
1 暗褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色上
4 暗褐色上
5 階黄掲色土
G 黒褐色土
7 階褐色土

8 暗褐色土
9 暗褐色土

n茶 褐色上
11 茶褐色土
lZ茶褐色土

撹乱、黄掲色上プロック

黒褐色土・黄灰褐色土混じり、
l mmロ ーム粒少量
2層より明るい、黒褐色土含む
3層より暗い、 1山ローム粒少量
暗捐色土多量、 i nmロ ーム粒少量
]mmロ ーム粒少量
携乱、黒褐色土多量、
l mmローム粒踵めて多量

茶褐色土少量、 1～ 5 mmローム粒多量
ё層より明るい、黒褐色土少量、
l mmロ ーム粒やや多量

暗褐色上少量、 5 mnローム粒少量
l mmロ ームプロック少量
10・ 11層 より明るい、黄褐色土やや多量

周―圃
と1割

緞奪琲Ю
響 輩

'3

鶴騨J
機 錮 J

14

0       (1:60)      2n

〇

●

△

〔::::よ 32

翻 響 β24

響

鬱 29

_ヽ_1 孝

「
自醸箪亀勝22

第 9図  2号住居跡、同遺物出土状況

|∞

1色
摯

金 21

磯a48
4蒼
16

理逃レ‖ 7‖ 恥 霧 ′

亮O

臨憂115

卜ヽ_|ノ
観 20

甲斐型上師器

黒色土器
その他
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画

赳
ド

０

目

∞

十

向

闇

刑

日

３４

2号住竃 (B― B′ )
1 暗褐色上 茶褐色土少量、 l an日―ムプロック若キ
争鶴基李響針書k綿社妊、黒能五量
争悟騒圭爾|♀請域猪す終も

1剛ロエブロッタやや舞
α 恭褐色土

鬱生
粒含杖 廊 ヒ物少量、葉掲色土少量、茶褐色ロームブロッ知 cmtl

2号住鷺 (A― A′ )
5 黒褐色土 炭化物多ム 焼土粒多量

&套彊魯:悪言基終!‖:三会ヨ:と,舞
盈騒釜 :腋♀鯨曾と云斃才舞鬱Ψ

妊 1`耐口~ムブロッ必量

を 層琶皇
土

 基昂
ょり暗い、鼎掲色土少と、 1～ 2 cm回―ムブロッタやや多重

解乳

A77■ 9

口

ｄ
゛

ｃ

Ⅷ BI甲 紗亀
'11

羽 藍 7

第10図 2号住居跡篭、同遺物出土状況

０

●

△

甲斐型土師器
黒色上器
その他
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i許サ巖霧‖5

m 6Ⅷ璽 施
睦中罐鬱胞
露亀齢藝〃w
鞠露‖鞭露μ憾

17悦 騨 ‖
“

騨 鱒
招 響 露 翔鞠 爾 ′憾

1 7

＼r_|ノ r__H主7 ＼ゝ__J主ク
碑篭瑚 19 餞 釣 幾 21

鵜  22

蠅 が β▼ 耶 通鵡
24

顧 6

に |

0    (1:4)

一

日 0帷 記 念Δ 34

と百_T_「イ生皐聖二____=普
m b       a   

皆可~「T~ピ軍上_____ヨ
Cm

第11図  2号住居跡出土遺物
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＝
――
年
十
１

0        住 :60)       2m

〕熊

Ⅷ詈±8 嚇 瞭 サЮ

‰ 畿 ム
Ⅶ 幾 t
観攀珠

▽諄盗
鰯 を

鰯 ′22
]号焼土
1 赤褐色土 焼上、皓褐色土少量
2 暗褐色土 茶褐色上粒少量

焼土粒やや多量

レ 脆7餞W3鹸驚冶

第12図  3号住居跡、同遺物出土状況

本一　　　一

19＼石 ゴ て
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3号住居跡

―
l学
轟

3

斡 Ⅷ サ柁

Ⅶ

飲
.鰯た2期印脆

趨 瑾 顧 案 義 守 24 Ⅷ腔Ⅷ ‖歳謡 6●れ7
試堀 トレンチ

下に

/ 29

0        (Ⅲ 60)       2m

第13図  3号住居跡出土遺物、試掘 トレンチ、同出土遺物
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イ

ーー

＝

十

１

∞
『
溺

麒

■

■
，
Ⅵ
■
ヒ
〆
一

●▲

A77&4

I号土坑

オ

3号土坑
1褐色上  暗褐色土含む、褐色土ブロックφlc“多五

な購 _樫 羅 憩 屯 笈 籠 乗 と、
51mロームブロツク少量

1号土比
1 茶褐色上 撹乱
2 黒褐●土 暗褐色土混じ,
3 暗褐色土 黄掲色土少量、黒褐色土混じり

争 撃 銑 語軽襲:圭拿自に多量、
lmロームプロツクやや多量

6 暗褐色± 7腰より暗ぃ、8層より明るい、
1面日―ムブロック多量

ド
一

778 20

階褐色±  6・ 3層より明るい、 l mmロ ー本ブロツク多量
暗褐魯± 6・ 7層より暗い、 l mmロ ームブロック多量
嗜掲色土 茶褐色上混じり
暗褐色土 泰褐色上多量、 l mmロ ームプロツク多量
黄褐色土 黒褐色上混じり
褐色土  しまりあり

梼 土坑

4号土坑
1 黒褐色土 鏡乱、贈褐色土多量、糞褐色土多量

::層掘宮圭誓脅ょ看罷禽1察播色土粒やや姐褐色土
生 螂 色上 彗菩密駅 瑠 省登含む、明褐t■少量、

■褐色土 甕糧雹圭零零襲盈テ暗褐t■患
6 階褥色土 オ習展万蓬冨F業名省量歩量
&露糧竃圭興亀巷竺彗ェr異篇巷竺羅少量
9 黄褐色土 酪 色土多量、黒褐色主少量

7785祠
査区西壁

2号土坑
1 暗褐色土 埋上、黒掲色土少虫 1～ 5 mmロームブ百ッタ多量

5号土坑

5号土坑
1暗褐色土 褐色上颯

l clnロームブロウクやゃ多量

中央サブトレンチ酉壁

中央サブトレンテ西壁
1:黒褐色土  競乱(ユンボ)、暗褐色土多量、黄褐色土多還
2黒掏色土  暗褐0土やや多量、茶褐e土含む、

1～ 5 mmロームブロック多量

ヨ:罐篇き土羅 圭省ぞ翔暑君途ヱ早モ多全
量

5暗褐色土  茶褐色■やや多量、黒褐色土少量、
l mmロ ームプロック少量α暗褐色土濠蕊祭身流 テ塚且1少ふ

7波賞褐色■ 暗褐e土少量

調査区西壁

1 掲色土  耕作上
2 暗掲色土 茶褐色土粒やや多量、炭化物少量
3 暗褐色± 2層より暗い、茶褐色上娘

炭化物少避
4,晴褐色± 3層より明るい、茶掲色土やや多量
5 贈褐色± 4層より暗い、3層より明るい、1茶編色土少置
6 噌掲色■ 3層より明るい、4層より暗い、茶編t土やや多還
7 茶掃0主 暗褐色■やや多承  l mmロィムブロック少還|
8.黒掲色主 上層に暗褐色土やや多量
91灰褐e土 黒褐色土多量、粘性あり

第14図  1～ 5号土坑、調査区土層断面図
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第15図 遺構外出土遺物、調査区遺物分布

-17-

0        (I:300)      10m



第
2表
  
住
居
跡
一
覧

遺
構
名

図
出
上
位
置
形
状
長
軸
(m
)
短
軸
(m
)
深
さ
(m
)
床
面
積
(∬
)
床
 
面

竃
時
 
期

遺
 
物

備
 
考

1号
住
居
跡
第
4・
5図
E-
2・
3

F-
3

正
方
形
3.
08

2.
47

全
体
的
に
や
や

し
ま
り
あ
り
。

周
溝
が
巡
る
。

南
東
隅
に
構
築
。
袖
石
あ
り
。

焚
出
口
は
南
壁
に
沿
う
。
竃

内
に
礫
や
土
器
片
が
数
多
く

入
れ
ら
れ
て
い
た
。

宮
ノ
前
編
年
Ⅸ
期

(9
20
～
96
0年
頃
、

10
世
紀
前
半
)

甲
斐
型
杯
少
な
い
。
甲
斐
型
甕

多
い
。
羽
釜
・
竃
形
土
器
・
須

恵
器
甕
片
出
土
。

住
居
跡
北
側
に
ピ
ッ

ト
群
あ
り
。
一
部
と

関
連
す
る
可
能
性
あ

り
①

2号
住
居
跡
第
9・
10
図
E-
3・
4

F-
3・
4
長
方
形
(4
.4
8)
3.
88

0。
37

(1
5.
1)

硬
化
面
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

周
溝
な
し
。

東
壁
中
央
や
や
南
寄
り
に
構

築
。
袖
石
・
支
脚
石
あ
り
。

天
丼
石
が
ず
れ
て
い
た
。
支

脚
石
は
三
角
柱
に
加
工
さ
れ

て
い
た
。

宮
ノ
前
編
年
Ⅶ
期

(8
60
～
89
0年
頃
、

9世
紀
後
半
)

甲
斐
型
杯
少
な
い
。
甲
斐
型
甕

多
い
。
粗
製
甕
・
砥
石
・
紡
錘

車
出
土
。
第
11
図
23
・
24
は
甲

斐
型
と
胎
土
が
違
う
甕
。
支
脚

石
は
三
角
柱
に
加
工
。

住
居
南
東
隅
に
貯
蔵

穴
あ
り
。
紡
錘
車
出

土
。
ピ
ッ
ト
23
と
重

複
。

3号
住
居
跡
第
12
図
C-
4
D-
4

不
明

竃
の
火
床
面
と
考
え
ら
れ
る

焼
土
あ
り
。

宮
ノ
前
編
年
Ⅶ
期

(8
60
～
89
0年
頃
、

9世
紀
後
半
)

甲
斐
型
杯
は
暗
文
を
も
つ
も
の

が
多
い
。
第
13
図
1は
日
縁
部

に
3本
線
の
刻
書
あ
り
。
16
～

25
は
甲
斐
型
と
胎
土
が
違
う
甕
。

遺
物
分
布
と
焼
土
跡

か
ら
推
定
。
重
機
に

よ
り
削
平
か
?

4号
住
居
跡
第
13
図
G-
6

方
形

硬
化
面
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
不
明

9世
紀
後
半
?
黒
色
杯
出
土
。
内
1つ
は
墨
書

あ
り
(「
十
J2
ヶ
所
)

試
掘
ト
レ
ン
チ
で
確

認
。
住
居
跡
の
北
西

隅
部
分

()
は
残
存
値
を
示
す

― 冨 ―

第
3表
  
土
坑
・
ピ
ッ
ト
ー
覧

遺
構
名

図
グ
リ
ッ
ド
長
軸
(c
m)
短
軸
(c
m)
深
さ
(c
m)

備
考

遺
構
名

図
グ
リ
ッ
ド
長
軸
(c
m)
短
軸
(c
m)
深
さ
(c
m)

備
考

1号
土
坑
第
4図
C-
5

90
^-
91

9号
ピ
ッ
ト
第
3図
C-
2、
D-
2

62
.5

49

2号
土
坑
第
4図
D-
4

12
8

12
2

6
^ヤ
12

10
号
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

3号
土
坑
第
4図
C-
5、
D-
5

24
^ヤ
31

11
号
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

26
.5

4号
土
坑
第
4図
B-
5

12
→
予
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

26
.5

23
.5

5号
土
坑
第
4図
C-
5、
D-
5

16
^-
22

13
→
計
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

37
.5

6号
土
坑
第
8図

E-
2

40
-‐
70

14
号
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

43
18
.5

7号
土
坑
第
8図

E-
2

31
^-
32

15
号
ピ
ッ
ト
第
3図
D-
4

20
.5

7
5

8号
土
坑
第
8図

E-
2

40
^-
45

16
号
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

5.
5

5

9号
土
坑
第
13
図
G-
6

(6
2)

試
掘
ト
レ
ン
チ

17
→
チ
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3

16
.5

1号
ピ
ッ
ト
第
8図

E-
3

10
.5

18
号
ピ
ッ
ト
第
8図
D-
3、
D-
4

18

2号
ピ
ッ
ト
第
8図

E-
2

41
19
号
ピ
ッ
ト
第
3図
C-
3

40
10

3号
ピ
ッ
ト
第
8図

D-
2

20
号
ピ
ッ
ト
第
8図
E-
3

16
.5

4号
ピ
ッ
ト
第
8図

D-
3

34
26
.5

20
.5

21
号
ピ
ッ
ト
第
8図
F-
3

26
.5

5号
ピ
ッ
ト
第
8図

D-
3

30
22
号
ピ
ッ
ト
第
8図
F-
3

30
.5

30
54
.5

6号
ピ
ッ
ト
第
8図

D-
3

22
.5

23
号
ピ
ッ
ト
第
8図
F-
3

17
2住
内

7号
ピ
ッ
ト
第
8図

D-
2

24
号
ピ
ッ
ト
第
13
図
G-
6

46
メ ■

試
掘
ト
レ
ン
チ

8号
ピ
ッ
ト
第
8図

D-
2

()
は
残
存
値
を
示
す
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第
4表
 
遺
物
観
察
表

臨 者 巧

コ 番
図
番
号
出
土
位
置
種
別

器
種
残
存
率
(%
)
器
高
(帥
)
日
径
(c
m)
底
径
(c
m)
重
さ
(
g)
焼
成

胎
土

色
調

調
整
(外
面
)

調
整
(内
面
)

調
整
(底
部
)

特
  
徴

1
第
6図
ユ
住
早
斐
型

杯
(1
44
)

26
 7
良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
含
む

(外
)明
赤
褐
(内
)に
が
い
赤
褐

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

玉
縁

第
7図
1住
土
師
器
ロ
ク
ロ
巽

底
部

V8
良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
含
む

(タ
ト
内
)に
ぶ
い
橙
(底
)に
ぶ
い
黄
f・
k

回
転
糸
切
り

23
第
7図
1住
土
師
器
ロ
ク
ロ
霊

底
部

84
4
良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
含
む

(外
)に
ぶ
い
褐
(内
)灰
褐
(底
)に
ぶ
い
黄
橙
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

]転
糸
切
り

24
第
7図
I住
須
恵
器

奏
55
3
堅
級
長
石
石
英
黒
色
粒
子
白
色
粒
子
を
含
む
(外
)オ
リ
ー
プ
黒
(内
)灰

タ
タ
キ
メ

ナ
デ

第
7図
1住
須
恵
器

甕
17
7 
1
堅
II
J
長
石
石
英
黒
色
粒
子
白
色
粒
子
を
含
む
(外
)責
灰
、
黒
褐
(内
〕
灰
、
灰
オ
リ
ー
ブ
タ
タ
キ
メ

ナ
デ

第
7図
1住
須
恵
器

甕
90
9 
2
堅
級
長
石
石
英
黒
色
粒
子
自
色
粒
子
を
含
む
(外
)灰
、
灰
オ
リ
ー
ブ
(内
)灰
オ
リ
ー
ブ
、
オ

リ
ー
ブ
黒

タ
タ
キ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
(頚
部
)ナ
デ

第
7図
1住
黒
色
土
器
球

(1
33
)

29
 
6
良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
黒
色
粒
子
を
合
む

(外
〕
1こ
ぶ
い
橙
、
黒
(内
)黒

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
黒

第
7図
1住
土
師
器
羽
釜

5
(2
25
)

16
3 
7
良
好
長
石
石
英
金
雲
母
黒
雲
母
赤
色
粒
子

黒
色
粒
子
を
含
む

(外
)1
こ
ぶ
い
褐
(内
)暗
褐

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 (
つ
ば
)ユ
ビ
オ

サ
エ
後
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヨ
コ
ハ
ケ
メ

第
7図
1住
土
師
器
竃
形
土
器

36
 
6
良
好
長
石
石
英
金
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒

子
白
色
粒
子
を
含
む

(外
)黒
褐
、
灰
黄
褐
(内
)黒

タ
テ
ハ
ケ
メ
 (
つ
ば
)ナ
デ
ヨ
コ
ハ
ケ
メ

第
7図
1住
土
師
器
竃
形
土
器

11
43
良
好
長
石
石
英
金
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒

子
白
色
粒
子
を
含
む

(外
)1
音
褐
(内
)]
音
掲
、
黒
褐

タ
テ
ハ
ケ
メ
 (
つ
1ゴ
)タ
テ
ノ

ケ
メ
、
ナ
デ

第
7図
1住
土
師
器
竃
形
土
器

53
 6
良
好
長
石
石
英
金
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒

子
白
色
粒
子
を
含
む

(外
)(
内
)暗
褐
、
褐

タ
テ
ハ
ケ
メ
 (
つ
ば
)タ
テ
′

ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ハ
ケ
メ

1
第
11
図
2住
土
師
器

椀
(1
22
)

16
 1
良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
含
む

(外
)に
ぶ
い
赤
褐
(内
)暗
赤
褐
、
黒
(底
)褐
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

2
第
11
図
2住
土
師
器

鉢
(1
46
)

不
良
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)に
ぶ
い
赤
褐
、
黒
(内
)暗
赤
褐
、
黒
ナ
デ
、
被
熱
に
よ
り
?表
面
ボ
ロ

ボ
ロ

ナ
デ
ー
部
ハ
ケ
メ
、
被
熱

に
よ
り
?表
面
ボ
ロ
ボ
ロ

第
11
図
2住
黒
色
土
器
イ

10
(1
36
)

良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
含
む

(外
)に
ぶ
い
赤
褐
、
黒
(内
)黒

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ミ
ガ
キ

内
黒

第
11
図
2住
黒
色
土
器
杯
?

14
4
良
好
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)(
底
)に
ぶ
い
赤
褐

回
転
糸
切
り

第
11
図
2住
黒
色
土
器

皿
良
好
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)(
内
)(
底
)黒
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

]転
糸
切
り

第
11
図
2住
黒
色
土
器
郭

(1
64
)

28
 
3
良
好
長
石
石
英
黒
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
含
む

(外
)Л
旨
掲
(内
)黒
褐

ミ
ガ
キ

第
H図
2住
ミ
色
土
器

皿
27

(1
40
)

60
10
1 
】
良
好
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)(
底
)橙
(内
)橙
、
黒

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

第
11
凶
2住
須
恵
器

誕
堅
緻
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
自
色
粒

子
を
含
む

(外
)灰
黄
掲
(内
)橙
、
に
ぶ
い
褐

タ
タ
キ
メ

ナ
デ

第
11
図
2住
須
恵
器

聖
32
 
6
竪
緻
長
石
石
英
黒
色
粒
子
白
色
粒
子
を
含
む
(外
)黄
灰
(内
)灰

タ
タ
キ
メ

ナ
デ

第
11
図
2住

砥
石
凝
灰
岩

最
大
長
64
最
大
幅
33
最
大
厚
28

12
5 
7

第
11
図
2住
紡
錘
車
鉄
製
品

最
大
長
18
0
最
大
幅
53
最
大
厚

体
都
09

軸
 1
1

32
 
1

(体
都
)平
面
七
角
形
(軸
)

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
よ
う

に
付
着
物
が
あ
る

第
11
図
2住
翻 朗

安
山
岩

最
大
長
28
4
最
大
幅
63
最
大
厚
80
21
80
0

ス
ス
が
付
着
し
て
い
る

全
面
被
熱
の
た
め
赤
化

ユ
第
13
図
3住
甲
斐
型

不
11
8

52
83
5
良
好
長
石
石
英
金
雲
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
了

を
含
む

(外
)橙
、
黒
(内
)明
赤
褐
、
黒
(底
)黒
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

(外
)刻
書
2ヶ
所
(内
)暗

文

2
第
13
図
3住
土
師
器

皿
15

(1
56
)

良
好
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)明
赤
掲
(内
)橙
(底
)に
ぶ
い
赤
褐
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(外
)墨
書
?

3
第
13
図
3住
甲
斐
型

皿
(7
0)

良
好
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む

(外
)(
底
)橙
(内
)明
赤
褐

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ミ
ガ
キ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

4
第
13
図
3住
甲
斐
型

杯
(1
5)

良
好
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)(
内
)(
底
)明
赤
褐

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ミガ
キ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

(内
)日
音
文

第
13
図
3住
ミ
色
土
器
イ

10
13
2
良
好
長
石
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む

(夕
|)
(底
)に
ぶ
い
黄
橙
(内
)黒

ナ
デ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

第
13
図
3住
須
恵
器

墾
堅
わ
長
石
石
英
黒
色
粒
子
白
色
粒
子
を
含
む
(外
)黄
灰
(内
)暗
灰
黄

タ
タ
キ
メ

ナ
デ

第
13
図
試
掘
ミ
色
土
群
杯

63
13
6
9
良
好
長
石
石
英
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子
を
含
む
(外
)(
底
)に
ぶ
い
橙
(内
)黒

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(上
半
横
方

向
、
み
こ
み
都
放
射
状
)

回
転
糸
切
り

墨
書
(2
ヶ
所
)、
内
黒

第
13
図
試
掘
ミ
色
土
罫

イ
(1
32
)

R好
長
石
石
英
黒
_‐
母
赤
色
粒
子
黒
色
粒
子

を
合
む

(外
)(
底
)に
ぶ
い
黄
橙
(内
)黒

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
り

玉
縁
、
内
黒

7
第
15
図
E構
外
礫
器

砂
岩

駿
大
長
18
9
最
大
幅
13
0
最
大
厚
32
11
29
 0

8
第
15
図
遺
構
外
石
鏃
黒
曜
石

最
大
長
22
0
最
大
幅
12
0
最
大
厚
05

10

9
第
15
図
遺
構
外
石
鏃
未
雰

品
?

黒
曜
石

最
大
長
23
最
大
幅
22
最
大
厚
04

17

10
第
15
図
遺
構
外
え
釉
陶
ユ
碗

(7
10
7
堅
級
長
石
黒
色
粒
子
を
含
む

(外
)(
内
)(
底
)灰
自
色

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
釉
薬
ガ
ケ

釉
薬
ガ
ケ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

高
台
貼
り
付
け

0は
推
定
値
を
示
す



第5表 遺構別出土遺物一覧表
上段 :個数 下段 :重量(g)

時 期 奄三牙U 器種 1号住 2号往 3号住 5号土坑 遺構外 試 掘 合 計

縄文

土器
6 2 26 45

1夕9 5 51.2 17R 258 456.5

石器

定形石器
α
υ

Ｏ
υ

28.9 28.9

剥片
3 2 3 8
19.4 R0 7 112.9 つ

０
Ａ
）

黒曜石片
2 1

つ
０

2.7 0.7 3。 4

平安

甲斐型

郭
21 20 2 つ

け
９
μ

Ｏ
υ
Ｏ
υ 99

102.8 29.6 36.6 4R Б R∩ R 297.8

皿
l

つ
０ 2 6

5.8 35.8 10。 9 52.5

甕
65 88 30 24 38 245
931.5 967.1 333.2 158.8 247 2ハR7 A

不 明

９

留 3
4.3 li 5 5,8

黒色

皿
7 7

156.7 156。 7

杯
6 9 1 6 8 30
43.4 ∩R_ハ 13.1 23.2 ワAt4 1 406_4

高台杯
1 1

38.8 38.8

土師

杯
4 18 7 4 2 36

7.5 66.6 109.7 2 16.1 15。 2 217.1

似甲斐奏
20 5 15 40
471.2 R5 h ク91 1 777.8

ロクロ甕
4 4

84.6 84.6

奏
23 3 26
食
υ 3 49.6 210,9

羽釜
1 1

163,7 16R 7

竃形土器
4 4
213 7 213.7

須恵

杯
1 1

4.3 4.3

奏
7 4 1 7 4 23
R74 R lR9 5 14.4 484.4 191.8 1704.9

劇 碗
1 5 1 3 1

3_5 191 hl 33.3 6 67

石製品 砥石
1

0

金属製品
3 2 1 6
49 28 5 82

近世 磁器

９

“ 3 1 6
4.8 63.2 6.8 74.8

不 明
3 3 3

６

一
15

7.1 夕5 16.4 34.5 83

-20-
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図版 1

翻
】

西蕪南遺跡近景 調査区近景①

調査区近景②

調査区近景④

1号住 (右 )・ 2号住 (左 ) 1号住 (手前)。 2号住 (奥 )



図版 2

警

壌
経

浮
静

蒻

琴、・ヽ
一
移

1号住居跡 (西 から)

1号住居跡 (北から)

1号住竃完掘状況

1号住竃

1号住竃遺物出土状況



図版 3

2号住居跡 (北から)

2号住竃 2号住竃完掘状況

2号住ピット1遺物出土状況 2号住紡錘車出上状況



図版 4

■Ⅲ転康転静 ='・
攀

筆ギ

■ヤ■
■|'II

ぴ

一一一一・一・額

・磯

議

:        |●

1号住周辺 ピッ ト群

|■ ■II .■ ・  '

鶴

3号土坑

4号土坑



図版 5

1号住出土遺物①

1号住出土遺物③ 2号住出土遺物①

1号住出土遺物②

3号住出土遺物①2号住出土遺物②

3号住出土遺物② 試掘 トレンチ出土遺物



報 告 書 抄 録

フリガナ ニシカブラミナミイセキ ハックツチョウサホウコクショ

書名 西燕南遺跡 発掘調査報告書

副題 まきばの郷整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

シリーズ 長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第31集

著者名 村松佳幸

編集・発行機関 長坂町教育委員会

住所 。電話
〒408-0021 山梨県北巨摩郡長坂町長坂上条2575-19
TEL 0551-32-2111∩

印刷所
鬼灯書籍株式会社

〒381-0012 長野県長野市柳原2133-5

発行日 2004年 3月 31日

遺跡所在地 山梨県北巨摩郡長坂町中九字西蕪

遺跡番号 長坂町 No085

1/25,000地図名

位置 。標高

長坂上条

】ヒ牟革  35°  49′  36〃

標高 777～ 778m
東経 138°

９

留 01″

調査原因 まきばの郷整備事業

調査期間 2001年 7月 26日 ～2001年 9月 8日

調査面積 268nド

主な時代 平安時代

主な遺構 平安時代の竪穴住居跡 4軒、土坑 9基、ピット24基

主な遺物

縄文時代 (土器、石器)

平安時代 (土師器、須恵器、

その他 (古銭)

灰釉陶器、紡錘車、砥石)
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長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書 第31集

西蕪南遺跡

2004年 3月 25日 印刷
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